
令和７年第３回木津川市議会定例会（９月８日） 

一般質問通告書  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小見山 正  

質問事項： クーリングシェルターとクールスポットの活用について 

質
問
要
旨 

１ クーリングシェルターの運用実績とこれからの展望は。 

２ クールスポット（クールシェアスポット）の運用実績とこれからの展望は。 

３ クールスポット開設をきっかけとしたコミュニティ活動をしたいという地域からの要望があ

ったとき、市としてはどのような支援ができるか。 

質問事項： 小中学生への習い事費用助成をしては 

質

問

要

旨 

第２次木津川市教育振興基本計画Ｐ．８６では、重点目標５学びを支える教育環境の整備の基本

方針として、「経済格差や地理的条件など生まれ育つ環境に左右されず、すべての子どもが将来に

夢や希望をもって成長できるように、学びと生活の支援の充実に努めます。そのために、学校・園

内外における安全を確保し、児童生徒が 安心して学習や活動ができる教育環境の整備を継続して

推進するとともに、 家庭の経済的な理由で子どもの学習機会が損なわれないように、保護者への経

済的な支援を継続して行います。」とある。 

いくつかの自治体では、所得格差による学び・経験の機会の差を解消するためとして習い事費用

助成事業を行っている。 

また、近い将来に実施予定の部活動の地域展開では、受益者負担の原則から、保護者の経済格差

が子供たちの学び・経験の機会の格差につながるのではないかという心配の声がある。助成事業は

このような不安を取り除き地域展開の円滑な実施に資すると考えられる。 

（１） 仮に、市で習い事費用助成を行う場合、どれほどの予算が必要か。 

① 所得制限なしで、月額１万円、対象者は中学生の場合。 

② 要保護、準要保護世帯に限定し、月額１万円、対象者は中学生の場合。 

（２） 所得格差が学び・経験の機会の差につながらないようにするために、どのような施策を実

施しているのか。 

２ 長岡 一夫 

質問事項： 市民の安心・安全を問う 

質

問

要

旨 
相楽中部消防組合は、昭和４７年４月１日に木津町、山城町、加茂町の３町によって京都府で最

初の消防一部事務組合として発足しました。その後、昭和５５年４月１日に東に隣接する笠置町、

和束町、南山城村が加入し５町１村の構成となり、平成１９年３月１２日には木津町、山城町、加

茂町が合併し木津川市が誕生したことに伴い、現在１市２町１村による構成となっています。 

 現在、自治体の格差が広がる中、一部事務組合の役割は終えたと思うが、市の考えは。 

（１） 各市町村の負担金額と、その内、本部・中部・東部（各署所）の算定の内訳は。 

（２） 新庁舎建設に係る本市の負担金額は。 

（３） 各市町村の人口について（消防組合誕生時からの６町村の人口推移）。 

（４） 京都府南部消防指令センターの整備に伴い、本市分担金への影響は。 

（５） 京田辺市消防本部と井手町、宇治田原町と同様の運営体制で負担を減らせないか。 

（６） 災害が発生した時の、市と消防本部の連携は。また、市消防団、そして自主防災組織との

連携は。 



  

 

３ 玉川 実二 

質問事項： 今後の自治体経営を問う 

質

問

要

旨 

総務省が８月６日に発表した本年１月１日時点の人口動態調査によると、日本人の人口は１億

２，０６５万３，２２７人で、前年より約９０万８千人（０．７５％）減少したとのことでありま

す。このような社会環境の中、地方における自治体経営がますます重要となり、国の各種政策を注

視しつつも、本市独自の事業を推進し、特に困窮されている市民への更なる支援が急務であります。 

 今回の質問では、自主財源を創る上で重要なプロジェクトである「第４次行財政改革行動計画」

の進捗状況について、次に個別のプロジェクトである「公共施設包括管理業務委託」について、最

後に「今後の自治体経営」についてお伺いします。 

（１） 行財政改革の目標と評価について 

  ① 「第４次行財政改革行動計画（２０２３～２０２８）の進捗状況と外部評価（中間評価）

について、その概要をお伺いいたします。 

  ② 内部評価に対し、令和６年１１月１２日と同７年１月２４日に実施された外部評価は、大

半が「過大な評価」でした。この傾向は、第３次行財政改革行動計画に対する評価も同様で

あります。 

内外両評価のギャップ分析（乖離した理由）についてお伺いします。 

  ③ 第４次行財政改革大綱の取組み成果による財政効果額の実績（２０２３～２０２４）及び

２０２８までの見通しについて、また、同様に経常収支比率についてもお伺いします。 

（２） 公共施設包括管理業務委託について 

① 委託を推進する本市としての想定効果についてお伺いします。（Ｑ：サービス品質、Ｃ：

コスト、Ｄサービス提供の適時性）などの観点から、数値目標を現行に比してお答えくださ

い。 

  ② 事業手法の検討に際し、ＶＦＭ（Ｖａｌｕｅ Ｆｏｒ Ｍｏｎｅｙ）などの検討をしたの

か。事業手法の判断基準についてお伺いします。 

 ③ 包括管理業務事業者の体制と対峙する本市組織と、包括管理業務の指揮命令系統などのお

考えをお伺いします。 

（３） 今後の自治体経営について 

  ① 本市の自主財源の割合は、近年３か年の傾向を見ますと依存財源が約６０％に対し自主財

源が約４０％と市独自の支出において自由度に乏しい状況であり改善が望まれます。自主財

源をどのように確保していくのかお伺いします。 

  ② 行財政改革大綱に「稼ぐ力の強化」との記述がありますが、具体的な取り組みについてお

伺いします。 

  ③ 同大綱に「財政指標等に基づく規律ある財政運営」との記述がありますが、具体的な取り

組みについてお伺いします。 

４ 野田 えり  

質問事項： 投票率の向上とより安心安全な投票に向けて 

質

問

要

旨 

令和７年７月２０日投開票の第２７回参議院議員通常選挙の投票率は、日本経済新聞の統計によ

ると５７．９１％で、前回令和４年の参院選より５．９ポイント上回りました。期日前投票の利用

者数は参院選として過去最高の２，６１８万人に上りました。 

本市の同投票率は６３．６２％で、前回より９．６５ポイントも上回り、期日前投票者数は１７，

７５７人とこちらもおそらく過去最高の数値になっていると思われます。 

今回の参院選の投票率が全国的に上がったことはさまざまな要因がありますが、本市としてさら

なる高みを目指し、より安心・安全な投票となるようお伺いします。 

（１） 第２７回参議院議員選挙における本市の年代別の投票率は。 

（２） 第５０回衆議院議員選挙から何か改善を心がけたことがあれば教えてください。 

（３） 期日前投票が増加していることへの本市の見解は。 

（４） 投票所入場券を持参されない方への本人確認方法は。また、不正投票の防止対策としてど

のような取り組みを行っているか。 



令和７年第３回木津川市議会定例会（９月９日） 

一般質問通告書  

 

１ 福井 平和  

質問事項： 選挙ポスター掲示場の見直しについて 

質

問

要

旨 

選挙ポスター掲示場は、公職選挙法に基づき、その設置数については、投票区ごとの選挙人名簿

登録者数及び面積に応じて定められ、特別の事情がある場合には、条例によりその総数を減少する

ことができるとなっています。また、その配置については、当該投票区における人口密度、地勢、

交通等の事情を総合的に考慮して合理的に行うこととされています。 

 そこで、本年７月２０日に執行された第２７回参議院議員通常選挙における本市の掲示場の総数

は２１９箇所ですが、各掲示場の設置効果について、積極的な見直しが必要ではないかと考えます。 

ついては、本市の現状と今後の方向性などを次により問います。 

（１） 掲示場の設置数の見直しについて 

  ① ポスター掲示場の設置・撤去委託料の推移は。また、１箇所当たりの平均的な費用は。 

  ② 公職選挙法第１４４条の２第２項ただし書による京都府選挙管理委員会との協議並びに

同条第９項の条例の定めによるポスター掲示場の総数を減じた実績はあるのか。 

  ③ 現行の「総数」に対する評価と今後検討すべきとする課題は。 

（２） 掲示場の設置場所の見直しについて 

  ① 場所の選定に当たって市の設置基準や必要条件は。 

  ② 定期的な現地確認の実施状況は。また、設置された掲示場に起因した苦情や事故の発生は。 

  ③ 安全性、有効性及び設置費用などを考慮した設置場所の検討状況は。 

質問事項： クマ被害対策について 

質

問

要

旨 

クマの人里への出没は、全国的に増加傾向にあります。環境省の調査によると、令和５年度には

全国（北海道を除く）で、２万４３４８件の目撃情報があり、２１９人が死傷。また、６年度には、

市街地に出没するなどして捕獲されたクマは５３４４頭で、統計を始めた平成２０年の３．５倍に

増えており、「こんな街の中にクマが」と、住民の不安と痛ましい人身被害が広がっています。 

 背景としては、人とクマの生活圏を隔てていた里山が人口減少、耕作放棄地の拡大や林業の衰退

により、クマが人の生活圏に近づきやすくなっていることが指摘されており、人や車を恐れず、エ

サを探し求めて市街地に出没するアーバンベア（都市型クマ）も増えていると言われています。 

そこで、クマによる被害防止は本市も例外ではないことから、現状と今後の対策についてお聞き

します。 

（１） 今年に入って市内での目撃情報の件数とその傾向は。 

（２） 市街地での猟銃使用を可能とする改正「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する

法律」が本年９月１日に施行されます。 

① 改正法の概要と改正に伴う市の必要な対応と課題は。 

② 「木津川市鳥獣被害防止計画」への反映は。 

（３） 京都府、警察、関係機関、地域団体等との連携の状況は。 

（４） 今後の市民への情報周知と対応の強化策は。 

質問事項： 乳児等通園支援事業の実施に向けた準備状況について 

質

問

要

旨 

令和８年４月から新たに「乳児等通園支援事業」が、全ての市町村で一斉に始まります。この新

事業は、子ども・子育て支援法及び児童福祉法の一部を改正する法律が、令和６年６月通常国会に

おいて成立したものです。事業目的は、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を

整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、保護者の多様な働き方やライフスタイルにかかわ

らない形での支援を強化するもので、「こども誰でも通園制度」として、令和６・７年度の全国で

の試行実施の成果をもとに本格実施されるものであります。また、対象者は、保育所等に通ってい

ない０歳６ヶ月から３歳未満の未就園児で、利用時間は、月１０時間以上で、上限時間は市町村で

定めることとなっています。 

そこで、実施まであと半年に迫った現在の準備状況についてお聞きします。 



 

 

 

 

質

問

要

旨 

（１） 新事業の概要及び実施に際し、保護者、事業者から市に届いている主な声は。 

（２） 市内の実施対象施設及び通園児の見込み数と利用形態は。また、「第３期木津川市子ども・

子育て支援事業計画」との整合性は。 

（３） 保護者の申請スケジュールと市の認定手続きの時期と周知方法は。 

（４） 利用に伴う保護者の自己負担額は。 

（５） 制度の円滑な利用やコスト、運用の効率化を図るために国が進める「総合支援システム」

の進捗状況と市の財政負担は。 

２ 宮嶋 良造 

質問事項： 水道料金の値上げは中止せよ 

質

問

要

旨 

１ ８月７日、水道料金等審議会は市長に水道料金の値上げを答申しました。当初の日程を早め、

さらに９月に予定していた審議会も取り止め、急いで答申した(答申を求めた)理由は何ですか。

十分に審議が尽くされたのでしょうか。 

２ 答申内容を市長と担当部局はどのように検討しますか。市議会への条例改正提案はいつ行う予

定ですか。今年の３月議会で市長は「料金を見直す際は市民の経済状況を当然考慮します」と答

弁しました。物価高が続き、実質賃金や実質年金は下がり続けています。市民の経済状況・暮ら

しをどのように考慮しますか。 

３ 水道料金の値上げを回避するための努力を尽くしましたか。 

（１） 府営水道の建設負担水量は日量何㎥で府と合意しようとしていますか。 

（２） 一般会計が負担する基準内操り出しは十分に行われていますか。 

（３） 一般会計からの基準外操り出しは検討し行うべきではないですか。 

（４） 水道施設や管路の修繕･更新、耐震化費用を料金収入で賄うとなれば、さらに料金引き上げ

が必要になるのではないですか。国費による施設や管路の更新や耐震化が必要なのではない

ですか。もっと国に求めるべきではないですか。 

４ 私たちが市民に呼びかけた｢水道料金値上げ中止署名｣は大きな反響を呼んでいます。この市民

の思いに応えて水道料金の大幅な値上げは中止すべきです。 

質問事項： 会計年度任用職員の待遇改善は待ったなし 

質

問

要

旨 

１ フルタイム会計年度任用職員が担う職務は正職員と同様ではないですか。正職員と同等の年休

などの休暇を与えるべきではないですか。 

２ 会計年度任用職員の生理休暇を有給にし、生理休暇を必要とする職員が安心して休める仕組み

を作るべきではないですか。 

３ 人事院は、今年度の月例給と期末勤勉手当の引き上げを勧告しました。今日の物価高では職員

の暮らしを守る上で必要なものです。しかし、週勤務時間１５.５時間から２０時間未満の会計年

度任用職員には期末勤勉手当が支給されていません。総務省の通知のとおり支給すべきです。小

中学校に勤務する府費負担職員との賃金格差が大きくなるばかりではないですか。 

４ 全ての職員が健康で職務に専念できるように、年次有給休暇や必要に応じての特別休暇が取得

できるように職務内容を見直すべきではないですか。また、必要に応じて職員を増やすべきでは

ないですか。 

３ 草水 基成  

質問事項： 時代を見据えた人財づくり 

質

問

要

旨 

変化の激しい現代社会。企業や組織が持続的に成長するために、将来を見通して必要な能力やス

キルを持つ人財を育成することは必要不可欠です。次の点について伺います。 

（１） 奈良市では、全庁挙げてＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、市民サー

ビスの向上と業務効率化に向けた取り組みを加速されています。また、その進捗を「ＤＸダ

ッシュボード」として可視化し、庁内に広く公開・共有しています。 

    本市の状況・見解をお聞かせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 事務の効率化や市民サービスの向上を目的として、平成２３年から職員提案制度を実施し

ています。この制度は職員の職務意欲向上につながる制度だと思いますが、取組状況は。ま

た、ＳＫＩＰ制度の現状もお聞かせください。 

質問事項： 話題づくりと関係づくり 

質

問

要

旨 

地域の魅力が伝わるストーリー性のある動画制作、地域資源を活用したイベント開催、ワークシ

ョップによるアイデア共創、市民参加型のリポート制度の導入などを組み合わせ、地域への関心を

高め、持続的な関係人口の増加と地域活性化につなげることを目指して、次の点について伺います。 

（１） 大阪・関西万博やけいはんな万博などでのシティプロモーションは、今後良い成果として      

現れると信じています。どのような盛り上がり、動向になるとお考えですか。また、来年の

大河ドラマには残念石で知られる藤堂高虎の登場や、「宇治茶の文化的景観を世界遺産に」

との活動なども山城南部地域の経済を動かせる要素があると考えます。 

本市の見解をお聞かせください。 

（２） 地域おこし協力隊の冊子「ながものがたり」の配布先や活用状況、本市のリニューアルさ

れるホームページの進捗状況、きづがわいい応援団の連携状況について、お聞かせください。 

質問事項： 答弁された事のその後について 

質

問

要

旨 

本市の姿勢・進捗状況を伺います。 

（１） 奈良交通路線バス加茂線は、令和６年１０月から令和７年９月までの実績に基づき１１月

に国への補助金を申請する予定ですが、次年度に向けての進捗状況は。また、木津城山台線

が走る城山台で、住民や関係団体が公共交通について考える会合の実施や、自動運転バスの

導入など新たな交通サービスの導入について意見集約を予定されていましたが、その後の進

捗状況についてお聞かせください。 

（２） 昨年９月末に道路占用が不許可となっても門扉が撤去されず、府県境施設が実質的に市道

を占拠しているような状態であり、赤田川の水質汚濁が現在も続いていますが、進捗状況は。

また、奈良市との包括協定強化についての展望をお聞かせください。 

４ 堤 征一郎  

質問事項： 勤務時間の短縮による人件費削減について 

質

問

要

旨 

本市の一般会計における人件費は令和７年度予算ベースで約６５億円となっています。これは予

算全体の約１７．７％となっており、市の義務的経費の大きな部分を占めています。また、今年度

の人事院勧告では月給平均３．６２％の増額となり、更なる増額が予想されています。今後、開庁

時間の短縮による人件費の削減を検討する必要があります。また、働き方改革の点からも早急に取

り組むべきです。 

そこで、以下の点について質問をします。 

（１） 時間帯や部署ごとで最も来庁者数が多いのは、どの時間帯で何人か。また、全体に占める

割合はどれくらいか。 

（２） 仮に開庁時間を朝や夕方で３０分程度短縮すると、どのくらい時間外勤務が削減できるの

か。 

（３） 開庁時間を短縮をした場合でも市民サービスを維持向上させるためには、どのような対応

が考えられるのか。 

（４） 勤務以外の時間を自身のスキルアップのために使えるように、資格取得の補助を行う予定

はあるのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問事項： 災害時に備えた公共施設の維持管理について 

質

問

要

旨 

南海トラフ巨大地震が今後３０年以内に発生する確率は８０％程度とされています。災害時に備

えて、避難場所や避難経路における破損箇所の改修や老朽化施設の更新が求められています。また、

奈良県との県境にある緑地帯から木が倒れてきた事例もあり、その管理方法を検証する必要があり

ます。 

そこで、以下の点について質問をします。 

（１） 市内にある指定緊急避難場所のうち公園が指定されているのはどこか。また、それらの公

園のトイレの老朽化対策は取られているのか。 

（２） 市内各所にある陸橋の舗装部分について、劣化した箇所を補修する計画はあるのか。 

（３） 府県境にある緑地帯の現地確認と維持管理作業をどのように実施しているのか。 

質問事項：行政文書の管理・保存について  

質

問

要

旨 

市役所で作成する行政文書は、市政の記録として適切に保存されなければなりません。また、個

人情報が漏洩しないように、厳重な情報管理が必要です。また、従来から保存していた書類を適時

に電子化する事も求められています。 

そこで、以下の点について質問します。 

（１） 行政文書は、それぞれどのように処理または保存されているのか。また、文書重要度は誰

がどのように判断しているのか。また、その保存年限はどう定められているのか。 

（２） 保存されることとなった文書はどの部署がどのように管理・保存しているのか。また、保

存文書の一覧はどのように作成され、引継ぎされているのか。 

（３） 個人情報の漏洩を防ぐためにどのような方法がとられているのか。また、文書ごとに閲覧

する職員を限定する措置は取っているのか。 

（４） 保存された文書や今後作成する文書を、計画的に電子化する予定はあるのか。 
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１ 森本 隆  

質問事項： 高の原幼稚園跡地利用を問う 

質

問

要

旨 

公共施設等総合管理の進め方について、平成２９年度から、一般質問にて公共施設の地域差の是

正を何度か訴えているが、現時点で特に変化はなく、地域差は残ったままである。 

また、子育てＮｏ．１を掲げる市にとって重要な取り組みである「子育て支援センター」につい

ても地域差があり、特に、木津西部地域（兜台、相楽台他）は、木津東部地域（州見台）まで通う

必要がある。 

 このような背景のもと、下記を問う。 

（１） 数年前から、兜台、相楽台、木津川台、州見台、梅美台、城山台のニュータウンの人口が

５０％を超え、現状５４％の人口比率となっているが、一人当たりの公共施設の面積は差が

開く一方である。中学校区毎に、公共施設の実態を整理し、統廃合、転用により、地域格差

を是正する考えはあるのか。 

（２） 中学校区ごとの、子育て支援センターの一カ所当たりの対象人員は、木津２，４６７人、

加茂１９６人、山城１７２人となる。現状をどのように考えているのか。 

（３） 高の原駅前に、新規大型マンションの建設が予定されている。子育て世代の住民を増やす

ためにも、地元である兜台、相楽台地域に子育て支援センターを設置する考えはないのか。 

（４） 高の原幼稚園跡地については、子育て支援センターを中心としたものに活用することが地

元ニーズに合うと思うが、市はどのように考えているのか。 

質問事項： 公園緑地におけるインフラマネジメントの新しい取り組みは 

質

問

要

旨 

令和７年度民間提案型官民連携モデリング事業に、「公園緑地における効率化・省力的な樹木診

断の検討」とのテーマで、国土交通省のニーズ提案書が採択された。 

市内で１０８か所の公園、４５か所の緑地を有する市にとって、デジタルを活かしてインフラの

メンテナンス作業を効率化する取り組みは、ゼロカーボンシティを目指す市にとって大変有意義な

取り組みと考える。 

このような背景のもと、下記を問う。 

（１） 市の保有する公園と緑地において、このインフラマネジメントの現在の課題は。 

（２） 民間提案型官民連携モデリングの目的は。 

（３） 本事業の予算と期待される効果は。 

２ 大角 久典  

質問事項： 災害時のトイレ対策は万全か（ラップ式トイレの導入を） 

質

問

要

旨 

大規模災害発生時、避難所におけるトイレ問題は、衛生環境の悪化や感染症リスク、さらには避

難生活を送る市民の健康と尊厳に直結する重要な課題であります。過去の災害からも、トイレ対策

の遅れが深刻な問題を引き起こしてきたことは明らかです。今回の質問では、本市における災害時

のトイレ対策の現状と課題を明らかにし、より実効性のある対策の推進を求め、以下について質問

いたします。 

（１） 本市が現在備蓄している携帯トイレおよび簡易トイレの数量と、想定される最大避難者数

に対する充足率についてお示しください。 

（２） 指定避難所におけるマンホールトイレや組立式トイレの整備状況について、現在の備蓄場

所数と今後の整備計画についてお聞かせください。また、これらトイレの設置訓練や災害時

の運用体制はどのように策定されていますか。 

（３） 市民の自助を促すため、家庭での携帯トイレの備蓄や災害時のトイレ使用法に関する周知・

啓発活動はどのように行われているのか、具体例を挙げてお答えください。 

（４） 災害弱者（高齢者、障がい者、女性、乳幼児など）のトイレ利用に配慮した対策は、具体

的にどのように計画されていますか。 



 

 

 

 

 

 

質問事項： 駅周辺の空き地等でのスケートボード利用問題の解消と、市民ニーズに応じたスケートボ

ード施設の整備を 

質

問

要

旨 

現在、駅周辺の空き地等において、スケートボードを利用する若者が増加しており、近隣住民か

らの騒音や通行の妨げになるといった苦情を多数耳にします。しかし、この問題の根本原因は、市

内に安全かつ合法的にスケートボードができる施設が無いことにあります。若者たちは、行き場が

ないためにやむなく空き地を利用しているのが実情です。そこで、この問題を解消し、若者の健全

なスポーツ活動を支援するため、スケートボード施設の整備について市の考えをお聞かせくださ

い。 

（１） 駅周辺の空き地でのスケートボード利用について、市はどのような現状認識を持っていま

すか。これまでの苦情件数や対応状況についてお聞かせください。 

（２） スケートボードができる既存の公共施設や公園がありますか。もしある場合、なぜ利用が

進まないのか、その課題をどのように分析していますか。 

（３） 市民のニーズに応えるための新たなスケートボード施設の建設計画や構想はありますか。

具体的な計画があれば、その概要と想定される施設像をお示しください。 

（４） 新施設の建設が困難な場合、既存の公園の一角をスケートボード場として整備する、ある

いは民間との連携を模索するといった代替策を検討していますか。 

（５） スケートボード利用者、近隣住民、そして市の三者が対話する場を設けるなど、この問題

を解決するためのコミュニケーションをどのように図る考えですか。 

質問事項： 少子化対策として「プレ妊活」を支援する考えは 

質

問

要

旨 

日本では少子化が深刻な社会問題となっています。晩婚化・晩産化が進む中、不妊治療を受ける

カップルが増加しており、その経済的・精神的負担が課題となっています。妊娠を意識した時には、

すでに体の状態がベストではない場合や、不妊のリスクを抱えている場合があります。しかし、そ

うした情報を事前に知る機会が少なく、対策が後手に回りがちです。妊娠前から男女双方の体の状

態をチェックする「プレ妊活」を市が支援することで、不妊の予防や早期発見、治療の負担軽減に

つなげ、ひいては少子化対策に資することができると考えるが市の取り組みは。 

（１） プレ妊活事業の重要性について、市はどのように認識しているか。 

（２） 不妊治療を受ける市民の現状や、若者層の不妊に関する実態について把握しているか。 

（３） 若者層に対し、将来の妊娠や出産について考える機会を設けるための啓発活動を行う考え

は。 

（４） 産婦人科や泌尿器科、助産師会など専門医療機関との連携をどのように図りますか。 

（５） 不妊治療を専門とする相談窓口は市の中にあるのか。ＮＰＯ法人などと連携し、相談体制

の構築の考えは。 

３ 谷口 英子  

質問事項： 人事行政における危機管理体制は万全か 

質

問

要

旨 

昨年８月７日に本市職員と消防団員幹部が関わる飲酒運転の事案が発生しました。２か月後の１

０月７日に処分が下されましたが、その結果を巡っては疑問の声も聞かれています。 

日頃から人事行政における危機管理体制を整えておくことは、事後の処理を円滑にするのみなら

ず、不正の発生や再発を抑止する効果もあります。 

そこでお聞きします。 

（１） 本市の懲戒審議会の運用状況（これまでの開催状況、委員構成、外部委員の有無、公式Ｈ

Ｐでの情報公開など）についてご説明ください。 

（２） 本市の公益通報制度の運用状況（要綱が整備されるまでの経緯、利用状況、職員に対する

周知など）についてご説明ください。 



 

 

 

質問事項： 市民活動の支援を強化せよ 

質

問

要

旨 

市民活動とは、ボランティア活動に加え非営利のＮＰＯ活動などを含む活動で、社会的で公益的

な活動とされます。こういった自主的な活動は、地域や社会をより良くしていくことに役立つとと

もに、活動する市民自身の生活も豊かにしてくれる力を持っています。 

一方で少子高齢化の現代において複雑多様化する社会問題を行政単独では解決できません。そこ

で必要になってくるのが市民との協働によるまちづくりです。 

そこでお聞きします。 

（１） 本市の市民活動への支援体制をご説明ください。 

（２） 市民活動推進センター等の設置についてどうお考えですか。 

（３） 自治会の組織率は下がる一方です。本市は住民自治支援にどのように取り組まれています

か。 

質問事項： 市民の声にもっと耳を傾けて 

質

問

要

旨 

木津川市には、日々、市民からさまざまな声が寄せられています。声を届ける手段は「市へのご

意見」というホームページ上から意見を提出する方法から、電話や手紙によるもの、団体からの意

見、パブリックコメント、アンケートなど多岐にわたります。 

各種媒体を通じて寄せられた市民の意見は貴重な資料であり、常に丁重に扱われるべきもので

す。 

そこでお聞きします。 

（１） これまで市に寄せられた市民の声は、どのように整理・保管・活用されていますか。 

（２） 過去５年間にどのような意見が多く寄せられましたか。 

（３） 第２次木津川市総合計画後期基本計画 基本方針７「効果的・効率的な行政運営と市民に

開かれたまちづくり」をいかに実行していますか。 

（４） 「こども基本法」において、市は「こども・若者」の意見表明の機会の確保などを義務付

けられています。こども・若者の意見表明の機会づくりや意見形成支援を、本市はどのよう

に行っていますか。 

４ 山本 しのぶ  

質問事項： 市長は住民と直接対話の機会を設けるべき 

質

問

要

旨 

令和４年６月に、高の原幼稚園の令和６年度末の閉園が決定しました。令和４年度入園の保護者

は、募集時点では何の説明もなく、入園決定後に閉園を知らされました。検討期間の短さに不安と

怒りと驚きの声があがっていました。保護者説明会の内容は、閉園は決定事項との説明で一方的な

ものでした。さらに、地域住民説明会は開催されませんでした。 

木津西消防出張所の廃止についても、地元説明会が実施されたのは、令和２年１１月、基本構想

の段階で一度だけ。対象人口のわずか０．３％程度の参加者４８人でした。まさか木津西出張所廃

止の説明があると誰も思いません、寝耳に水の衝撃でした。 

市の基本構想は、「市民と行政は、情報共有、参加・参画、協働の３つの方針のもと、連携して

まちづくりに取り組む」とされ、第２次総合計画に「市民が参加する市長懇談会の開催など、市民

との協働によるまちづくりを進める。」とあります。そこで、以下のとおり質問します。 

（１） 旧高の原幼稚園施設の利活用について、どのように住民と情報共有し、どのように住民か

ら直接意見を聞き取り、どのように住民参加と対話で施設の有効活用を進める考えですか。 

（２） 自治会の加入未加入に関係なく、広く、直接、住民と対話するワークショップを開催すべ

きでは。 

（３） 公立幼稚園再編計画に係るパブコメには、子育て支援の場として有効活用して欲しいとの

意見がありました。兜台や相楽台の住民から、どんな意見を直接聞いていますか。 

（４） 未利用公共施設の利活用や公共施設のマネジメントに関して、市は先進自治体として福知

山市を訪れ調査研究を行っていますが、その内容を説明してください。 

（５） 旧高の原幼稚園施設の利活用について、総合計画に基づき、市長懇談会を開催し、住民と

の直接対話の機会を設ける必要があります。市長の思いをお聞きします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問事項： ２４時間誰でも即座に使えるＡＥＤの設置を 

質

問

要

旨 

国内では、年間およそ６万～８万人の方が心臓突然死で亡くなっています。心停止から３分が経

過すると、脳障害のリスクが急激に高まります。１０分経過すると救命率は、１０～３０％に下が

ります。できるだけ早期に心肺蘇生法やＡＥＤを使用した救命処置を開始することが極めて重要で

す。 

今年８月に配布された「消防だよりＮｏ．４０」に、木津西出張所を新庁舎に統合するとの記載

がありました。しかし、木津西出張所が廃止されると、兜台、相楽台、木津川台への救急車の到着

時間は遅れます。木津川台では、救急車の到着時間が１０分を超える地域も出て来ます。住民から

は、木津西出張所が廃止の予定と聞いているが、とても不安だとの声があります。 

さらに、夜間や早朝、土日に使えるＡＥＤが近くに全くないことや、たとえＡＥＤがあっても使

える人がいなければ大事な命を助けることができません。行政は住民の命を守ることを第一に考

え、対策をとらなければなりません。そこで、以下のとおり質問します。 

（１） 夜間や早朝、土日など公共施設が閉まっている時に、ＡＥＤが使えますか。 

（２） 夜間・休日には、職員が不在です。職員不在のときでも、すぐにＡＥＤを使用できるよう

に、「屋外型ＡＥＤ収納ボックス」の設置を強く求めます。 

（３） 公共施設に設置されたＡＥＤのここ６年間の持ち出し件数と使用状況について伺います。 

（４） 学校教育現場で、すべての児童生徒がＡＥＤの使用を含む心肺蘇生方法の知識とその使い

方を身に着ける必要があります。市の考えは。 

（５） 市内で開催される救命講習会の機会を増やして、緊急時に誰でもＡＥＤが使えるように徹

底する必要があります。住民の命を守る対策について、市長の考えをお聞きします。 



令和７年第３回木津川市議会定例会（９月１２日） 

一般質問通告書  

 

 

 

 

１ 高岡 伸行  

質問事項： ０歳児におむつの無料配布を 

質

問

要

旨 

令和５年９月議会におきまして、生後から１歳未満までのお子さんに、おむつ定期便として毎月

１回おむつを無料配布してはと提言させていただき、その時の答弁は、他の先進自治体を調査、研

究するということでありました。その後の取り組みをお伺いいたします。 

（１） 配布方法の調査はされましたか。 

（２） 当時約３，５００万円の予算が必要になるとのことでしたが、詳細に試算、検討はされま

したか。 

質問事項： 市民まつりの検証を 

質

問

要

旨 

８月２日に行われた市民まつりは、夏休み期間に子ども達を連れて帰省される方も多くおられ、

花火大会を楽しまれました。しかし、今年は全国各地の花火大会でトラブルの報道が見受けられま

した。本市におきましても、来年トラブル等が起こらないように市民まつりの検証をされておられ

ると考え、質問します。 

（１） 広報誌、公式ライン等での熱中症対策の周知は万全でしたか。また、救急搬送はありませ

んでしたか。 

（２） 熱中症対策として、例えば、開催時期を夏と秋で１年ごとに入れ替えることにしても、住

民の方にご理解いただけるのでは。 

（３） 今年より有料観覧席を設けられましたが、効果をお尋ねします。 

質問事項： 自動交付機のあったスペースの利活用を 

質

問

要

旨 

本庁舎正面駐車場にあった自動交付機は、以前は住民票の写しや印鑑証明書等の発行に利用され

ていましたが、平成２５年２月からのコンビニエンスストアでの証明書等の交付を機に、同年１２

月に廃止されました。 

 その後、そのスペースは特に利活用されていないように感じます。                                              

市内商業の活性化のために、市内の事業者、個人店等にご利用いただけるように整備するべきで

あると考えますが、ご答弁をお願い致します。 

２ 西山 幸千子  

質問事項： こどもたちの成長を見守るために 

質

問

要

旨 

１ 日本は少子化が進んでいます。少子化対策は難しく、一朝一夕ではなかなか解決できません。 

子育て中の家族が安心して子どもを通わせるためにも、市としても保育施設・保育環境を充実

させることが大切です。 

（１） 待機児童はどのくらいいますか（国基準とそれ以外）。希望する保育園・こども園に入れ

ず育児休暇を延長した保護者はいますか。また、関連した相談はありますか。 

（２） 加配が必要な子どもはどのくらい通っていますか。今年を含めて３年間の数字を示してく

ださい。保護者の希望に沿った環境になっていますか。 

（３） こども誰でも通園制度が来年度からスタートします。全体として保育士不足が言われてい

ます。その中で、どのように対応していきますか。 

２ 参議院選挙では差別的な発言がＳＮＳを中心に広がりました。木津川市でも外国籍に関わる子

どもたちがたくさん住んでいます。すでに新学期が始まっていますが、教育現場でも正しい知識

を持って関係性を保つことが必要です。 

（１） 木津川市に住んで、小中学校に通っている外国籍に関わる子どもたちの人数は。主にどこ

の国が多いですか。 

（２） その子どもたちが悩み事を相談できる場が校内でありますか。同じように保護者からの相

談を受けられる場はありますか。 



 

 

 

 

 

質問事項： トイレットペーパーと同様に生理用品の提供を 

質

問

要

旨 

今年度から小中学校のトイレに各１カ所ずつですが、生理用品が置かれています。児童・生徒が

不安を感じる要因を少しでも取り除き安心して学校生活を送ることにつながっています。最初の一

歩ですが、大きな一歩だと評価します。 

三重県では女性県議が「市役所のトイレに生理ナプキンがあれば」とＳＮＳで発信したところ、

８千件を超す嫌がらせや殺害予告メールが届き、被害届を出す事態になりました。いまだに女性の

置かれている立場が弱いことを示すものであり、社会全体で改善すべきことであると考えます。 

（１） 公共施設にトイレットペーパーと同じように生理用品を置くことを考えてはいかがです

か。 

（２） 災害時における備蓄品数量の基準の改善が進みました。現時点で、生理用品・おむつ（介

護用・子ども用）はどの程度備蓄されていますか。また、更新の際に有効利用してはどうで

すか。 

（３） 国会でも「女性トイレの行列問題」が取り上げられて、改善が必要であるとの認識が広が

りました。公共施設のトイレ数の改善、学校が避難所として活用される場合の対応はどうな

っていますか。 

質問事項： 観光を守るため、市道の現状と対応は 

質

問

要

旨 

長く懸案事項であった府県境での市道の封鎖問題が、昨年９月に事業者側の約束不履行が理由で

「不許可」として決着しました。しかし、いまだに原状回復がされていません。今年に入ってから

も、時々その事業者のところから脱走したと思われる犬が徘徊しています。 

現状はどうなっていますか。市はどのように対応しているのですか。 

３ 谷川 光男  

質問事項： ＪＲ木津駅東周辺のまちづくり計画について 

質

問

要

旨 

快適で住みよい生活環境を目指したまちづくりを進めるため、本年度からＪＲ木津駅東周辺の道

路新設計画の調査が進められていますが、ＪＲ木津駅と城山台地区との間の土地での開発計画につ

いては、停滞している状況と思われます。そこでお尋ねします。 

（１） 現在、土地所有者等の意向調査を含めたアンケート調査結果に基づく話し合いは、どこま

で進んでいるのか。 

（２） 区画整理推進団体の編成等はされているのか。 

（３） 農業振興地域の変更（解除）等、上部との事前協議を含め区画整理計画の流れと最終の実

施決定の時期は。 

質問事項： 旧山城学校給食センター施設活用について（その２） 

質

問

要

旨 

令和６年度に庁内組織である市有財産利活用推進検討委員会に旧山城学校給食センター施設を

文化財公開管理施設に転用する提案があり、調査の実施を決定しました。その後、調査をコンサル

業者に委託されました。その結果等についてお尋ねします。 

（１） 選定から落札決定までの結果及び委託された内容等は。 

（２） 業者から提出された成果品の公開は。 

（３） 成果品を受け、検討等は実施されたのか。 

質問事項： クマ対策について 

質

問

要

旨 

本年５月３１日に市内でクマが目撃されて以降、７月上旬まで１７件の目撃情報が寄せられたこ

とにより、子どもたちの安全を守るため、緊急対策として小中学校の児童生徒に「鈴」を配布され

たことは、夏休みの安全対策の一端として良い提案であったと思います。 

 そこで、担当部局の今後の対応・対策の実施状況についてお尋ねします。 

（１） ７月２０日から本日までの目撃情報等について、市民への周知伝達は。 

（２） 小中学校も２学期が始まりましたが、今後の市の対策は。 


